
滷広報くろしお  №49　2010（平成22）年4月号

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
こ
の
た
び
佐
賀
地
区
の
黒
潮
カ

ツ
オ
体
験
隊
が
、
農
林
水
産
省
が

行
う
第
７
回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ

ン
大
賞
「
審
査
委
員
会
長
賞
」
に

輝
き
ま
し
た
。
全
国
で
１
０
８
団

体
も
の
エ
ン
ト
リ
ー
の
中
、
地
域

の
主
要
資
源
で
あ
る
カ
ツ
オ
を
活

用
し
た
食
文
化
の
継
承
に
加
え
、

他
の
体
験
事
業
と
の
連
携
な
ど
で

地
域
の
産
業
振
興
へ
の
貢
献
や
取

り
組
み
の
発
展
性
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。「
審
査
委
員
会
長
賞
」

は
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

に
続
い
て
５
団
体
の
み
が
選
定
さ

れ
た
、
大
変
貴
重
な
賞
で
す
。

　
「
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
」
は
、

平
成

１３
年
に
旧
佐
賀
町
漁
協
女
性

部
が
中
心
と
な
っ
て
、
町
内
の
農

協
や
商
工
会
女
性
部
ら
と
と
も
に

結
成
さ
れ
た
カ
ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き

タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
受
け
入
れ
グ

ル
ー
プ
で
す
。
高
知
県
下
で
１
番

の
水
揚
げ
量
を
誇
る
こ
の
カ
ツ
オ

の
町
で
、
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

カ
ツ
オ
を
使
い
、
昔
な
が
ら
の
カ

ツ
オ
の
ワ
ラ
焼
き
タ
タ
キ
づ
く
り

を
地
域
内
外
の
方
々
に
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
、
現
在
は
カ
ツ
オ
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一
番
館
を

拠
点
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
当
初
は
建
物
も
な
く
、
旧

佐
賀
漁
港
の
選
別
広
場
や
、
屋
外

へ
設
営
し
た
テ
ン
ト
で
受
け
入
れ

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
活
動
環
境
の
中
、
そ
れ

で
も
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し
地

元
の
現
役
漁
師
や
漁
業
を
引
退
し

た
方
々
も
い
っ
し
ょ
に
活
動
が
続

け
ら
れ
今
に
至
り
ま
す
。

　
本
受
賞
を
多
く
の
み
な
さ
ん
が

心
か
ら
喜
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
省
と
観
光
省
が
実
施

す
る
、
農
林
漁
家
民
宿
お
か
み
さ

ん
１
０
０
選
に
、
佐
賀
地
区
の
漁

家
民
宿
「
海
生
丸
」
の
明
神
多
紀

子
さ
ん
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん
１

０
０
選
は
、全
国
に
拡
大
し
て
い
る

農
林
漁
家
民
宿
の
品
質
維
持
と
向

上
や
都
市
部
へ
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を

図
る
た
め
、平
成

１９
年
度
か
ら
３
年

間
の
計
画
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、第

１
回

２０
人
、第
２
回

２８
人
、今
回

５２

人
、全
国
の
農
林
漁
家
民
宿
を
営

む
女
性
の
中
か
ら
選
定
基
準
を
満

た
す
１
０
０
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

高
知
県
内
で
は
、農
家
民
宿
い
ち
ょ

う
の
樹
・
上
田
知
子
さ
ん（
梼
原
町
）、

農
家
民
宿
は
こ
ば
・
田
辺
客
子
さ
ん

（
四
万
十
町
）が
選
定
さ
れ
て
お
り
、

海
生
丸
の
明
神
多
紀
子
さ
ん
は
県

内
で
唯
一
、漁
家
民
宿
の
お
か
あ
さ

ん
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
海
生
丸
は
、平
成

１８
年
に
黒
潮

町
で
初
め
て
開
業
さ
れ
た
漁
家
民

宿
で
、町
内
や
幡
多
地
域
へ
訪
れ
た

観
光
客
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
、大
手

の
進
学
塾
生
の
子
ど
も
た
ち
や
子

ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
学
生
ら
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
海
生
丸

の
こ
だ
わ
り
は
、漁
家
の
暮
ら
し
や

伝
統
、食
文
化
を
体
感
し
て
も
ら

う
こ
と
。
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ

さ
ん
１
０
０
選
へ
の
認
定
は
そ
の
こ

だ
わ
り
に
加
え
、地
域
の
魅
力
を
存

分
に
満
喫
し
て
も
う
た
め
の
明
神

さ
ん
の
細
や
か
な
気
配
り
と
行
動

力
が
、選
定
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成

２１
年
度
に
は
同
じ
佐
賀
地

区
に
７
軒
の
農
漁
家
民
宿
が
開
業

し
ま
し
た
。
全
８
軒
で
、連
携
し
た

農
漁
家
民
宿
の
運
営
に
尽
力
を
注

い
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、よ
り
一
層
の
発
展
と
振

興
が
期
待
さ
れ
る
黒
潮
町
の
農
林

漁
家
民
宿
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

第
７
回
オ
ー
ラ
イ
！

ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
審
査
委
員
会
長

賞
に
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊

第
３
回
農
林
漁
家
民
宿
お
か
あ
さ
ん

１
０
０
選
に
「
海
生
丸
」
明
神
多
紀

子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
！

黒潮カツオ体験隊のメンバーの皆さん（農林漁家民宿おかあさん100選の明神多紀子さんを含みます）、いつも町のカツオ振興に
多大なるお力を発揮していただきありがとうございます。今回の受賞はこれまでの皆さんの苦労や心のこもったおもてなし、長年
かけて培った地域との連携に対する評価の賜物です。本当におめでとうございます！今後ますますのご活躍を期待しています。

（写真は2009年3月撮影）

おめでとうございます！おめでとうございます！

「オーライ！ニッポン大賞審査委員会長賞」 黒潮カツオ体験隊

「農林漁家民宿おかあさん100選」 海生丸・明神多紀子さん

「オーライ！ニッポン大賞審査委員会長賞」 黒潮カツオ体験隊

「農林漁家民宿おかあさん100選」 海生丸・明神多紀子さん

※
町
内
の
農
村
漁
村
民
宿
は
「
広
報
く
ろ
し
お
№
41 

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）８
月
号
」

　
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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３
月

１３
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館

で
第

２０
回
あ
か
つ
き
賞
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
つ
き
賞
は
、
黒
潮
町
出
身

で
あ
る
上
林
暁
氏
の
業
績
を
顕
彰

し
、
町
の
教
育
文
化
の
発
展
と
向

上
を
図
ろ
う
と
結
成
さ
れ
た
上
林

暁
顕
彰
会
（
平
成
元
年
結
成
・
会

長
植
田
馨
）
が
、
活
動
の
一
環
と

し
て
平
成
２
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
内
小
中
学
校
の
児
童
文

集
「
黒
潮
」
の
中
か
ら
作
文
を
対

象
に
、
上
林
暁
顕
彰
会
や
学
校
関

係
者
ら
に
よ
っ
て
、
各
学
年
１
作

品
ず
つ
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
、あ

か
つ
き
賞
を
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
植
田
会
長
か
ら

「
上
林
暁
先
生
は
一
生
の
う
ち
１

０
０
冊
の
本
を
出
版
し
た
、
昭
和

時
代
に
活
躍
し
た
作
家
で
す
。
脳

溢
血
と
い
う
大
病
を
患
い
、

１８
年

間
、
寝
た
き
り
で
の
闘
病
生
活
の

中
、
そ
れ
で
も
随
筆
や
小
説
を
書

き
続
け
ま
し
た
。
亡
く
な
る
４
日

前
ま
で
片
手
で
書
い
た
と
い
う
絶

筆
作
品
も
残
っ
て
い
ま
す
。
彼
は

本
当
に
一
度
決
め
た
こ
と
を
や
り

抜
く
、
頑
張
り
抜
く
人
で
し
た
。

み
な
さ
ん
大
き
な
夢
を
持
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
に
自
分
の
決
め
た
こ
と

は
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
頑
張
り

続
け
て
ほ
し
い
。
こ
の
あ
か
つ
き

賞
に
は
、
そ
ん
な
上
林
先
生
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
今
日
の
受
賞
を
、
誇
り
を
持

っ
て
こ
れ
か
ら
も
作
文
や
日
記
、

詩
を
書
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
に
お
祝
い
の
言

葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
や
学
校
の
先
生
た
ち
が
見
守
る

中
、
終
始
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

こ
の
貴
重
な
受
賞
を
光
栄
に
誇
り

に
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
大
方
図
書
館
で
は
、
絵
本
や
本

を
見
て
・
読
ん
で
・
聞
い
て
イ
メ

ー
ジ
し
て
描
い
た
絵
画
を
募
集
す

る
「
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
な

作
品
を
選
出
し
、
ク
ジ
ラ
大
賞
（
小

学
校
未
満
・
各
学
年
か
ら
１
名
）・

イ
ル
カ
賞
（
小
学
校
未
満
か
ら
４

名
・
各
学
年
か
ら
３
名
）・
図
書

館
長
特
別
賞
（
応
募
者
か
ら
１
名
）

が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
２
８
１
人
（
３
０
３

作
品
）
の
応
募
者
の
中
か
ら

３０
人

が
受
賞
し
、
２
月

２１
日
に
は
、
大

方
あ
か
つ
き
館
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
２０
回
あ
か
つ
き
賞
受
賞

第
１０
回
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

あかつき賞受賞作品集は大方図書館でご覧になれます。

第10回感想画コンクール受賞者のみなさん
おめでとうございます！

ク
ジ
ラ
大
賞

「かわいいこねこをもらってください」

畠中　愛未さん

3年生の部

「おとなもブルブルようかい」

松井　　響くん

2年生の部

「うみキリン」

松原　隼矢くん

1年生の部

「とらっく とらっくとらっく」

篠田　侑希くん

小学校未満の部

「雪渡り」

森田　ひかるさん

6年生の部

「半日村」

植村　花帆さん

5年生の部

「三びきのやぎのがらがらどん」

野村　朋矢くん

4年生の部

【
イ
ル
カ
賞
】
　
楠
目
羽
菜
さ
ん
・

も
り
し
づ
き
さ
ん
・
山
闢
未
怜
さ
ん
・

土
居
一
樹
く
ん
・
松
井
美
優
さ
ん
・

北
山
征
那
く
ん
・
吉
見
奈
央
子
さ
ん
・

米
津
斗
羽
く
ん
・
尾
闢
萌
花
さ
ん
・

藤
原
功
丞
く
ん
・
宮
地
海
斗
く
ん
・

新
田
梓
季
さ
ん
・
小
橋
み
な
み
さ
ん
・

小
島
尚
季
く
ん
・
矢
野
詩
緒
莉
さ
ん
・

土
居
雄
太
郎
く
ん
・
廣
瀬
睦
季
さ
ん
・

高
田
若
奈
さ
ん
・
松
永
凌
成
く
ん
・

國
友
涼
く
ん
・
森
光
司
郎
く
ん
・

藤
本
奈
々
瀬
さ
ん

【
図
書
館
長
特
別
賞
】
池
勇
亜
く
ん

（
小
１
）藤
川
陽
成
・（
小
２
）上
岡
み
こ

と
・（
小
３
）
北
川
文
太
・（
小
４
）松

下
健
太
・（
小
５
）澳
本
太
吾
・（
小
６
）

植
田
大
輝
・（
中
３
）毛
利
萌
乃
花

の
う

い
っ
け
つ
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小
黒
ノ
川
地
区
「
文
殊
桜
」

土佐くろしお鉄道佐賀駅から高知市方面へ約8
キロ先にある集落が小黒ノ川地区です。

黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

鹿
島
神
社
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
佐
賀
地
区
で
鹿
島
神
社
大
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
漁
師
の
大
漁
と

航
海
安
全
を
願
い
、
人
々
の
幸
せ

と
健
康
を
祈
る
こ
の
鹿
島
神
社
大

祭
は
、
例
年
３
月
３
日
に
行
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
を
昨
年
か
ら
、
地

域
内
外
か
ら
来
場
が
で
き
や
す
い

よ
う
に
と
、
毎
年
３
月
第
１
日
曜

日
に
変
更
さ
れ
、
今
年
は
３
月
７

日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
で
し

た
が
、
集
ま
っ
た
町
内
の
中
学
生

か
ら

４０
代
ま
で
の
男
女
が
担
ぐ
「
男

み
こ
し
」
と
「
女
み
こ
し
」
、
子

ど
も
た
ち
の
鼓
踊
り
と
団
扇
踊
り

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
夏
頃
か
ら

毎
晩
練
習
を
重
ね
て
き
た
保
育
園

児
の
鼓
踊
り
と
、
昨
年
復
活
を
果

た
し
た
小
学
生
の
団
扇
踊
り
の
華

や
か
で
勇
壮
な
舞
い
に
、
訪
れ
た

観
客
た
ち
は
終
始
惹
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
今
年
も
、
３
月
中
頃
を
過
ぎ
る

と
、
町
内
各
地
で
は
桜
が
開
花
し
、

私
た
ち
に
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
で
は
、
小
黒
ノ
川
地
区

に
あ
る
「
文
殊
桜
」
が
毎
年
一
番

早
く
開
花
を
迎
え
ま
す
。
　

　
文
殊
桜
は
、
同
地
区
の
文
殊
堂

の
傍
に
立
ち
、
花
び
ら
は
少
し
小

さ
く
鮮
や
か
な
濃
い
ピ
ン
ク
色
を

し
て
い
て
、
毎
年
２
月
末
頃
か
ら

開
花
を
迎
え
る
と
て
も
特
徴
の
あ

る
山
桜
で
す
。
「
文
殊
桜
」
と
い

う
愛
称
で
、
文
殊
堂
と
同
様
に
小

黒
ノ
川
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

り
、
長
年
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
３
月
に
入
る
と
、
早
く
も
そ
の

小
さ
な
花
び
ら
は
、
は
ら
は
ら
と

可
憐
に
舞
い
散
り
始
め
て
い
ま
し

た
。
こ
の
季
節
に
は
珍
し
く
、
見

る
者
の
目
を
奪
う
ほ
ど
の
色
と
姿

を
し
た
文
殊
桜
を
カ
メ
ラ
に
お
さ

め
よ
う
と
、
国
道
傍
に
車
を
停
め

て
立
ち
寄
る
方
々
の
姿
を
度
々
見

か
け
ま
す
。

　
文
殊
桜
は
、
明
治
の
頃
に
、
台

湾
に
樟
脳
を
作
り
に
出
稼
ぎ
に
行

っ
た
地
元
の
方
が
、
苗
木
を
持
ち

帰
り
定
植
し
た
台
湾
桜
と
山
桜
が

自
然
交
配
し
、
そ
れ
が
自
生
し
て

育
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
文
殊
堂
の
敷
地
以
外
の
山
際
に

も
、
同
じ
よ
う
に
濃
い
ピ
ン
ク
の

山
桜
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

※
「
文
殊
堂
」
は
、
広
報
く
ろ
し

お
№

４６ 

１
月
号
３
ペ
ー
ジ
特

集
記
事
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
黒
潮
町
で
は
、
町
の
体
育
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
や
振
興
に
、
顕
著
な

功
績
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体
に
対

し
て
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
授
与

し
て
い
ま
す
。
（
黒
潮
町
体
育
会

主
催
）

　
３
月

１２
日
、
第
４
回
黒
潮
町
ス

ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
大
方
あ
か
つ

き
館
で
行
わ
れ
、
個
人
の
部
で

１３

人
、
団
体
の
部
で
４
団
体
の
受
賞

者
の
方
々
へ
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者

【
個
人
の
部
】

◆
陸
上
競
技

　
浜
村
ひ
か
り
さ
ん（
出
口
）

　
弘
瀬
　
将
利
さ
ん（
入
野
）

　
松
井
　
芽
生
さ
ん（
浮
鞭
）

　
杉
本
　
紗
帆
さ
ん（
入
野
）

　
濱
田
　
有
香
さ
ん（
田
野
浦
）

　
森
田
　
真
伍
さ
ん（
佐
賀
）

　
田
邉
　
有
彦
さ
ん（
入
野
）

　
徳
廣
　
恵
也
さ
ん（
入
野
）

　
柿
内
　
剣
児
さ
ん（
入
野
）

◆
弓
道

　
明
神
　
萌
奈
さ
ん（
浮
鞭
）

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
池
田
　
章
夫
さ
ん（
入
野
）

　
酒
井
　
隆
昌
さ
ん（
入
野
）

◆
水
泳

　
林
　
　
　
崇
さ
ん（
入
野
）

【
団
体
の
部
】

◆
サ
ッ
カ
ー

　
大
方
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
黒
潮
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

愛
好
会

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
大
方

◆
陸
上
競
技

　
黒
潮
町
駅
伝
チ
ー
ム
Ａ
チ
ー
ム

受賞者の皆さん、おめでとうございます。今後ますますの
ご活躍を期待しています！
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２
月

２４
日
、
大
方
中
央
保
育
所

で
卒
園
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち

３４

人
の
記
念
植
樹
が
入
野
松
原
キ
ャ

ン
プ
場
（
入
野
字
横
浜
）付
近
の

砂
地
（
約
１
７
１
平
方
メ
ー
ト
ル
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
四
万
十
森
林
管
理
署

や
幡
東
森
林
組
合
、
幡
多
土
木
事

務
所
、
黒
潮
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
高

知
は
た
大
方
支
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜

美
術
館
な
ど
地
域
内
外
の
団
体
の

方
々
も
い
っ
し
ょ
に
、
合
計
２
０

０
本
の
松
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
周
囲
の
大

人
た
ち
に
植
え
方
を
教
わ
り
な
が

ら
約

３０
分
の
植
樹
作
業
を
終
え
る

と
、
さ
っ
そ
く
苗
に
水
や
り
を
し

た
り
、
「
簡
単
や
っ
た
！
」「

２０
本

も
植
え
た
ぁ
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
」

と
疲
れ
た
様
子
も
な
く
元
気
な
声

を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
入
野
松
原
保
存
会
副
会
長
文
野

勲
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
成
長
と
同

じ
よ
う
に
松
の
木
も
大
き
く
な
っ

て
、
今
か
ら

２０
年
も
経
つ
と
、
立

派
な
大
木
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な

も
元
気
に
こ
の
松
の
木
に
負
け
な

い
よ
う
に
大
き
く
な
っ
て
、
大
人

に
な
っ
た
ら
こ
の
植
樹
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
ど
れ
く
ら

い
大
き
く
な
っ
た
か
見
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
入
野
海
岸
・
入
野
松
原
は
歴
史

あ
る
白
砂
青
松
・
風
光
明
眉
の
絶

勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
黒
潮
町

の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
も
言
え

ま
す
。

　
特
に
入
野
松
原
は
、
１
９
２
８

年
（
昭
和
３
年
）
２
月
１７
日
内
閣

府
「
名
勝
」
指
定
を
受
け
た
由
来

伝
説
に
、
「
天
正
中
長
宗
我
部
元

親
の
重
臣
谷
中
兵
衛
忠
澄
が
中
村

城
代
で
あ
っ
た
時
罪
人
に
課
し
て

植
え
し
め
た
も
の
と
伝
う
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
土
佐
物
語
」

の
中
で
幡
多
巡
廻
の
帰
途
に
立
ち

寄
っ
た
長
宗
我
部
元
親
が
「
誠
に

無
双
の
景
地
か
な
。
心
あ
ら
ん
人

に
見
せ
ば
や
と
い
い
し
。
…
」
と

松
原
を
賞
し
た
記
述
や
、「
西
浦

廻
見
日
記
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
、

歴
史
あ
る
景
勝
地
で
す
。
大
方
町

史
に
書
か
れ
た
記
述
に
よ
れ
ば
、

そ
の
起
源
は
室
町
時
代
に
も
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
先
人

ら
に
よ
る
保
存
の
歴
史
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
誇
り
う
る
そ
の
入
野

松
原
で
、
近
年
で
は
昭
和
５０
年
頃

か
ら
、
マ
ツ
ク
イ
虫
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
、
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
松
原
へ
の
心
な
い
不

法
投
棄
に
よ
る
環
境
破
壊
も
問
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
古
き
先
人
の
思
い

を
受
け
継
ぎ
、
入
野
松
原
を
守
り

育
て
後
世
へ
伝
え
残
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
有
志
や
上
川
口

浦
地
区
か
ら
下
田
の
口
地
区
、
旧

大
方
町
の
組
織
す
る
「
入
野
松
原

保
存
会
」
が
平
成
元
年
に
発
足
さ

れ
、
植
樹
活
動
を
中
心
と
し
て
、

地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た
松

原
の
管
理
や
海
岸
清
掃
な
ど
の
活

動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月

２５
日
、
第

２１
回
林
間
学
校

が
蜷
川
地
区
（
字
コ
ト
ク
山
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。（
幡
東
森
林
組

合
主
催
）

　
こ
の
林
間
学
校
は
、
全
国
一
の

森
林
率
で
あ
る
こ
の
高
知
県
内
で
、

土
壌
に
水
を
蓄
え
、
山
の
崩
壊
を

防
止
し
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し

て
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
う
森
林
の
大
切
さ
や
、

そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

た
め
の
森
づ
く
り
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
林
業
へ
の

理
解
や
興
味
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
元
年
か
ら
町
内
の
学
校

児
童
生
徒
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
植
樹
体
験
で
、
今
年
で

２１
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
初
、
町
内
の
中
学
生
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
林
間
学

校
は
、
授
業
日
数
な
ど
の
調
整
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在

は
小
学
生
へ
と
対
象
を
変
更
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
佐
賀
小
学
校
５

年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
社
会
科
授
業
の
中
で
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
幡
東
森
林
組
合
の
ス
タ
ッ
フ
に

植
樹
の
注
意
点
を
習
っ
た
子
ど
も

た
ち

２５
人
は
６
班
に
分
か
れ
、
ツ

ル
ハ
シ
を
使
っ
て
自
分
で
穴
を
掘

り
合
計
２
０
０
本
の
ヒ
ノ
キ
の
苗

木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
が
実
際
に
作
業
を
行
う

造
林
植
栽
地
と
あ
っ
て
、
植
栽
地

は
斜
面
で
し
か
も
自
生
木
の
根
が

は
び
こ
る
固
い
土
壌
で
し
た
が
、

み
ん
な
真
剣
な
表
情
で
一
生
懸
命

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
お
昼

前
に
作
業
を
終
え
、
改
め
て
周
囲

一
面
の
緑
に
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
、

あ
ち
こ
ち
へ
の
散
策
や
気
に
入
っ

た
木
片
や
木
の
葉
な
ど
を
収
集
し

て
自
然
と
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。
宮
川
幸
先
生
は

「
実
際
目
で
見
て
体
験
す
る
こ
と

で
、
自
然
の
大
切
さ
を
よ
り
深
め

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
広
々
と
し
た
山
の
上
で
、
き

れ
い
な
空
気
の
中
で
景
色
を
楽
し

み
思
い
切
り
体
を
動
か
す
こ
と
も
、

子
ど
も
た
ち
は
存
分
に
楽
し
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
大
方
中
央
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
卒
園
記
念
植
樹

入
野
松
原
保
存
会

名
勝
入
野
松
原
を
守
り
育
て
る

幡
東
森
林
組
合
「
林
間
学
校
」


